
と
記
章
を
授
与
し
、長
年
に
わ
た

る
尽
力
に
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、赤
石
澤
さ
ん
が
代
表

で
、「
こ
の
表
彰
は
、私
一
人
の
力
で

は
な
く
、消
防
団
員
、仲
間
た
ち
の

連
携
、村
関
係
者
に
よ
る
ご
支
援
、

地
域
の
皆
様
の
温
か
い
応
援
と
ご

飯舘村表彰式飯
舘
村
戦
没
者
追
悼
式

第７次総合振興計画（案）の策定進む

　
『
令
和
7
年
度
飯
舘
村

戦
没
者
追
悼
式
』に
は
、「
飯

舘
村
遺
族
会
」「
飯
舘
村
英

霊
に
こ
た
え
る
会
」の
会
員

の
皆
さ
ん
と
、村
の
幹
部
職

員
や
関
係
者
な
ど
が
出
席

し
、戦
没
者
を
追
悼
す
る
と

共
に
、平
和
を
祈
念
し
ま
し

た
。

　

式
で
は
、出
席
者
が
黙
と

う
と
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、杉
岡
村
長
が「
戦
禍

の
只
中
に
あ
っ
た
多
く
の

方
々
の
苦
し
み
に
思
い
を
致

し
、ま
た
恒
久
的
な
平
和
と

安
寧
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

私
達
の
使
命
で
あ
り
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

追
悼
式
に
続
き
同
じ
会

場
で
、「
飯
舘
村
遺
族
会
」

「
飯
舘
村
英
霊
に
こ
た
え

る
会
」主
催
の『
飯
舘
村
戦

没
者
慰
霊
祭
』も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

11
月
7
日
、交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ

れ
愛
館
」に
て
、来
賓
の
皆
様
の
ご

臨
席
の
下
、『
令
和
7
年
度
飯
舘

村
表
彰
式
』を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
杉
岡
村
長
が
、特
別
功

労
表
彰
の
赤
石
澤
傳
さ
ん
、功
労

表
彰
の
佐
藤
義
文
さ
ん
に
表
彰
状

赤石澤 傳 さん
　   （飯樋町）

佐藤 義文 さん
    （八木沢・芦原）

特別功労表彰功労表彰

飯舘村消防団員43年　
消防団長５年

飯舘村消防団員37年

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
」と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、宿
泊
体
験
館
き

こ
り
に
会
場
を
移
し
て
祝
賀
会

が
開
か
れ
、お
二
人
を
囲
ん
で
、出

席
者
が
祝
意
と
感
謝
を
伝
え
ま

し
た
。

11
月
11
日
、交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」に
お
い
て
、『
令
和
7
年
度
飯
舘
村

戦
没
者
追
悼
式
』を
行
い
ま
し
た
。

　令和８年度から10年間の村づくりの指針となる飯
舘村第７次総合振興計画（案）について、８月から９
月にかけて実施したパブリックコメントに数多くのご
意見をお寄せいただきありがとうございました。ご意
見を受け、飯舘村第７次総合振興計画策定委員会
が協議を行い、最終案が取りまとめられました。パブ
リックコメントへの回答は、今後、村のホームページ
上で公表します。
　村長の諮問を受け計画（案）の審議を行った飯
舘村振興計画審議会は、“本計画に村民一人ひとり
が主体的に参画できる”環境づくりや理解醸成など
について意見をまとめ答申を行いました。
　計画（案）は12月議会に上程される予定で、議会
審議を経て、成案を目指します。

報告のページ

長年の尽力に感謝を込めて

計
画
案
は
４
つ
の
分
野
で
基
本
施
策
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

壇
上
に
て
、杉
岡
村
長
か
ら
、お
二
人
そ
れ
ぞ

れ
に
表
彰
状
と
記
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

功績を讃
え感謝を込めて

つ
た
え
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